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防災スペシャリスト養成 eラーニング サイト運用の要件整理
資料２-２

今年度公開する防災スペシャリスト養成 eラーニングサイトの運用等の要件について整理した。

要件 内容

学
習
目
的
、
対
象
者
等

学習目的 • 災害時に活動する応援職員等が、現地で従事する業務について標準化
された業務手順（Standard Operating Procedure）を短時間で学ぶこ
とにより、地方公共団体の災害対応力の向上を図る。

対象者 • 災害時に現地で災害対応に従事する応援職員等

公開範囲 • 都道府県、市区町村の職員のみが閲覧できる形とする。
あらかじめ各都道府県、各市区町村につき1つのアカウント（ログイ
ンID・パスワード）を発行し、各自治体に送付する。

• 1アカウントで複数人が同時に視聴可能とする。

実施時期 • 常時開設、常時受講可。（受講期限は設定しない）

コ
ン
テ
ン
ツ

コンテンツの
作成・管理

• コンテンツの作成・管理は内閣府が行う。
• コンテンツのメンテナンスは毎年行う。

対象
テーマ

• 防災基本計画を踏まえ、災害時に多くの応援職員等が即戦力として活
躍することが期待される下記の業務を当面のテーマとする。

コンテンツ作成 • コンテンツは「コンテンツ作成の流れ（参考4）」に基づき作成する。

動画の音声 • 動画教材はスライドの遷移に合わせて音声ナレーションで読み上げる。
• 音声はメンテナンス性の向上のため、機械音声を利用する。

修了条件の設
定、受講管理

• 修了条件は設けない。
• 修了を把握する必要がないことから、受講管理も行わない。

コンテンツに対
する意見収集

• サイト内に回答任意のアンケートを設け、コンテンツに関する意見を
収集する。

確認テスト • ふりかえりを目的とする確認テストを実施する。
• 動画内で出題し、動画内で解説を行う。
• LMSの機能を用いて正答率の集計は行わない。
• 合否を判定するものではないことを事前に明示する。

シ
ス
テ
ム

受講フロー • 資料2-3に記載の受講フローで行う。

同時接続数 • 1日約3000人程度のアクセスを想定
• 短時間のアクセス集中時でも500～600人のアクセスを想定

動画の閲覧環
境

• Webブラウザから動画を視聴できるサイトを構築する。
• パソコン、タブレット、スマートフォンに対応する。

アクセスログ
の取得

• 効果検証のためアクセスログとして、「ログインID」、「視聴動画」、
「視聴日時」、「視聴回数」を記録する。

セキュリティ
等

• サイト側で個人情報（名前・メールアドレス等）を取り扱わない。

そ
の
他

有識者への意
見聴取

• コンテンツの作成・管理は内閣府が行うが、新規作成や更新の際に有
識者への意見聴取を行う。

著作権 • 内閣府の基準に基づき、著作権の管理を行う。

・避難所開設・運営 ・住家被害認定調査・罹災証明書発行
・警報避難 ・要配慮者への支援
・防疫・保健・遺体処理 ・災害廃棄物処理
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